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取組の目的

目指す姿とは
①職員の人材確保

②職員の身体的・精神的負担軽減

③介護職員として専門的な業務時間の増加
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利用者へのサービスの質の向上
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取り組みの流れ
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取り組み全体の流れ
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（取組手順） （実施内容）

⮚ 職場の課題の見える化

⮚ 介護助手等の育成・サポート体制の整備
受入体制

業務の切り出
し

募集

雇用・就労

振り返り

手順
１

手順
５

手順
４

手順
３

手順
２

P

D

C

A

⮚ 就労前研修の実施
⮚ OJT

⮚ 介護助手との面談、業務の見直し

⮚ 現在の業務を見直し、介護助手等に任せる業務

の切り出し

⮚ 介護助手の募集

９月
～
1月

２月

２月
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手順１：受入体制
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ケアパートナーを受け入れるにあたり、プロジェクトチームを立ち上げ、
導入実行計画書について、介護支援センター担当者と打ち合わせを実施。

〈プロジェクトチームの体制と役割〉
プロジェクトメンバー名 役職 所属 プロジェクト上の役割

1 石井 貴志 施設長 法人理事長 統括責任者

2 猗股 勇貴 副施設長 明山荘 プロジェクトリーダー

3 田中 直矢 生活相談員 明山荘 事務担当

4 小澤かおり 介護リーダー 明山荘 研修・OJT担当

5 山中 薫 介護スタッフ 明山荘 リスク検討担当

6 凪 朝海 介護スタッフ 明山荘 マニュアル担当
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現場の課題の見える化
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気づきシート

ワークショップ

課題の分析

因果関係づくり

課題解決の道筋
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「課題解決の道筋の文章化」
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研修・ミーティングに参加できないこと に対し、

「業務の明確化と役割分担」として、介護助手の導入を実施することにより

研修会やミーティングに参加できるよう になり、

仕事に関して専門性やプライドを持てない という問題が解消・軽減され

モチベーションや介護の質の低下 がなくなり、

人材不足 の改善が期待できる。

【深堀原因】

【業務改善の取組】

(打ち手)

【好転換された
深堀原因】

【原因】

【結果】

【悪影響】
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手順２：業務の切り出し
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（業務を専門性ABC表で整理）

最初は、利用者との直接的な関わり
になるような業務は除外する。

例えは、食事の下膳、ポータブルトイレの清掃など、
利用者の体調把握で必要な業務は介護職員が行
う。

経験を重ねる中で、仕事内容も検討
することにした。

業務内容
ベッドメイキング、居室内の清掃、
入浴準備などの業務に絞る。
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実施計画の策定
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名称：ケアパートナー

信頼し合い、協力し合う関係、
仲間という意味をこめて決めた。

ケアパートナーの導入成果を測る
KPI（成果指標）

課題解決のための道筋を基にKPIを４つに
設定した。どのような調査を取ることで、設定
したKPIを測定できるか。測定方法に悩んだ。

雇用時間
① ８：３０～１０：３０
②１２：３０～１５：００
③１６：３０～１８：３０
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ケアパートナー業務の周知

• 職員に周知

• ３つの業務の留意点
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手順3：募集
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・応募方法は福祉人材センターに求人登録。
・周囲地域に1,300部、新聞折込チラシ配布
・北杜市社協の広報に掲載
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手順５：雇用・就労
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４０歳代 男性 未経験
•２月より 毎週土曜日と日曜日 ①②就労開始

•就職理由：ダブルワーク希望

５０歳代 女性 未経験
•３月より 毎週水曜日 ①で就労開始

•就職理由：短時間で働きやすいと思った

就労前オリエンテーション

①
雇用条件

②
仕事内容

③
個人情報
の管理

④
ヒヤリハ
ット

⓹
感染対策
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就労前 準備
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①掃除道具を一式カートセット「おそうじ君」の準備。
②簡易的なマニュアル、手順書の作成

お掃除カート

業務手順書
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就労から1ヵ月後
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「職員に分からな
い事を聞きにくい」

・プロジェクトメンバー以外の職員にも関心を
持って関わってもらえるように

『当日の担当職員』を決めた。
・複数の業務があり、混乱することある。

振り返り連絡ノートを作成。

１．OJT担当者より本人に勤務状況の困りごとなど聞き取り

２．職員によっては、ケアパートナーの業務を理解できていなかった？

・「見守りを行ってもらえば良
いよね」
・「移乗介助などもできそうだ
よね」など
・ケアパートナーの業務を行
ってしまう職員がいた

・ケアパートナーは、直接的な介助は
行えない。

・介護職員は専門的な業務を行い、

サービスの質の向上

再検討
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手順６：振り返り （タイムスタディー）
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調査結果
・利用者との関わりやコミュニケーションが少なかった。
・ケース記録に時間を取られていた。
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専門性を生かした業務 アンケート
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持てている どちらともいえない 持てない

介護助手導入成果測定

今の仕事にやりがい。プライドを持っていますか？

ワークライフバランス、満足していますか
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ワークエンゲージメント
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仕事をしていると活力がみなぎるように感じる

仕事をしていると時間が経つのが速い

仕事に熱心である

仕事は、私に活力を与えてくれる

仕事に没頭しているとき、幸せだと感じる

私は仕事にのめり込んでいる

私にとって仕事は、意欲をかきたてるものである

職場では、気持ちがはつらつとしている

ことがうまく運んでいないときでも辛抱強く仕事する

ユトレヒト・ワークエンゲージメント

「決してない」 「ほとんど感じない」 「めったに感じない」 「時々感じる」

「よく感じる」 「とてもよく感じる」 「いつも感じる」

明山荘の平均スコアは６点中、３．３１点と平均的であった。
しかし、６点の「いつも感じている」の項目にチェックが少なか
った。



©2024 山梨県介護助手等普及推進事業

専門性を生かした業務
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職員研修会への参加人数
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まとめ
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まとめ
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・ケアパートナーがいることで、ゆっくりと利用者と関われる。
自分自身の緊張感が減り、精神的負担の軽減が図れた。

・居室や車いすの清掃など、きれいになり助かっている。

・課題を明確にすることで、問題に対して関わる人の意識統一が
でき、業務の振り返り、業務効率化につながった。
他フロアにも取り入れていきたい。
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